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レイ・クリンギンスミス

 地域を育み
大陸をつなぐ
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＜ソング＞ 君が代・奉仕の理想

 
本日は、２０１０年－２０１１年度のスタート

です。皆様のご推薦もあり、歴史と伝統ある藤枝

ロータリークラブ第３９代目の会長を勤めさせて

いただきます。宜しくお願いいたします。 

今年度、ＲＩ会長、レイ-クリンギンスミス氏の提

唱したテーマは 地域を育み、大陸を結ぶ です。 

会長幹事研修会や地区協議会でのレクチャーを受

け私なりにこのテーマを考えた時、 

＜地域を育み＞は奉仕活動に対する地域社会のニ

ーズを把握し藤枝ロータリークラブの活動に反映

させ、結果として地域社会の繁栄に貢献すると考

えました。もとより現在も続いている各種少年ス

ポーツ活動への応援、インターアクトクラブへの

協力など先輩会員の皆様が続けてきた活動は継続

することは言うまでもありません。その上で、地

域社会の奉仕に対するニーズを把握し、出来る範

囲で活動を行いたいと思っています。 

＜大陸を結ぶ＞―国際理解、国際交流も積極的に

行い、世界平和に貢献するように、と理解いたし

ました。 

従いまして、ＧＳＥや交換留学生の受け入れとい

った受動的な活動から一歩踏み出した活動を今年

度、行ってみたいと思っています。 

この件につき、実際の活動計画は、平委員長、河

井親睦リーダーにお任せしています。 

いずれにつけ、会員皆様のご協力なくしては、実

現できません。何卒宜しくお願いいたします。 

次に２６２０地区中山ガバナーが提唱する事項

は長期計画を作成しよう。 

ということです。 

単年度事業が基本のロータリークラブでしたが、

今年度は３年間にわたるロータリー活動を計画し、

実行したらどうかという提案です。 

６月より、長期計画策定委員会を立ち上げ、計画

を立案いたしました。 

委員会の構成は、松葉パスト会長、村松クラブ研

修リーダー、今年度会長幹事、青島副会長、大塚

副幹事の６名です。内容はクラブ計画書の最後に

掲載いたしてあります。 

もとより、会員全員の方のご理解と賛同をもって

の計画ですので、ご意見とうあれば、何なりとお

申し出いただき皆様全員のご賛同をいただき実行

に移りたいとおもいます。宜しくお願いいたしま

す。 

最後に、藤枝ロータリークラブについてご報告

申し上げます。今年度の最重要事項は、インター

シティミーティングの開催です。 

青島ガバナー補佐、村松インターシティミーティ

ング実行委員長、後藤事務局長、大塚事務局に最

大限ご協力し」、盛会裏に開催できますようご協力

をお願いいたします。又、次年度は創立４０周年

を迎えます。この事業についてもご協力はやぶさ

かではありません。何なりとお申し付け下さい。 

その他の事業につきましては、次週のクラブ協議

会にて各委員長様よりご報告があると、思います。 

以上、何かと忙しい年度ですが、皆様には、負担

が大きくならないよう、かつ充実した一年になり

ますよう、力を注ぐ所存でありますので何卒宜し

くおねがいいたしまして会長報告といたします。 
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■ 理 事 会 報 告             酒向 謙次君 
• 7 月・8 月のプログラムが承認されました。 

• 第 2 回第５分区会長幹事会（6 月 25 日）の報告

がされました。 

• 北村藤枝市長とヤンジュ市との国際奉仕の件で

面談（石垣会長・酒向幹事・平委員長）の報告

がされました。 

• スマイル・米山・ポリオ一括入金については、

例年通りやっていただけるよう御願いすること

で承認されました。 

• 次回の理事会は８月４日（水）１１時３０分か

らです。 

■ 幹 事 報 告                酒向 謙次君 
• ガバナー事務所よりガバナー月信第１号が届い

ております。また、投稿の募集案内が届いていま

す。 

• ロータリー米山記念奨学会より寄付金の依頼状

が届いております。 

• ザ・ロータリアン誌が届いております。 

• 島田ロータリークラブ週報が届いております。 

• 2009-2010 年度 第 2620 地区第５分区 IM の報告

書が届いております。 

• 静岡ロータリークラブより 75 周年記念誌が届いて

おります。 

• ガバナー月信 7 月№13 が届いております。 

■ 出 席 報 告            竹田 勲君 
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

36／42 85.71％ 35／41 85.37％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石割君 ○酒井君 ○柳原君 板倉君 鈴木舜君 

仲田晃君 

(２)メークアップ者 

青島 克郎君（静岡・静岡北） 

後藤 功君（静岡・静岡北） 

杉山 静一君（藤枝南） 石割 郁子君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                   

若林 秀典君（藤枝南） 江﨑 直利君（藤枝南） 

飯田 敏之君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ           竹田 勲君    

• ５年ぶりにメークアップします。藤枝南ロータ

リークラブの会長を仰せつかりました若林です。

１年間宜しくお願いします。         
藤枝南ＲＣ 会長 若林 秀典君 

• 微力ではありますが、若林会長をささえるべく

藤枝南ＲＣの幹事を務めさせていただきます。

よろしくお願い申し上げます。 
藤枝南ＲＣ 幹事 江﨑 直利君 

• 会長を務めさせて頂きます。一年間、よろしく

お願い致します。            石垣 善康君 
• 本年度副会長として一年間お世話になります。

石垣年度を最大限のホローをめざします。 
青島 彰君 

• ２０１０～２０１１年度 微力ですが幹事を精

一杯やらせて頂きます。     酒向 謙次君 
• ガバナー補佐クラブ訪問が始まりました。後藤

事務局長、大塚事務局次長には大変お世話にな

っています。来年３月にはＩＭも開催されます。

クラブの皆さんの惜しみないご協力をお願いい

たします。                      青島 克郎君 
• 前年度増強委員長をつとめました。皆様のおか

げで２名（石割さん・萩田君）の入会につなが

りました。ありがとうございました。 
村松 英昭君 

スマイル累計額 ３６，０００円 

■ 会 長 挨 拶                   
 
会長 
石垣 善康君 

 

 
 
藤枝ロータリークラブに入会し１８年がたちま

した。１９年目で、歴史と伝統ある藤枝ロータリ

ークラブの会長を勤めさせていただきます。 
もとより、会長職に就かせていただく様なことは

もうとう思っていませんでしたが、指名委員の皆

様のご推薦と会員の皆様のご賛同を頂き、一年間
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全力でつとめる所存であります。 
日ごろの活動や運営については、酒向幹事や委

員長、会員の皆様にお任せすれば良いと思います

がただ、何がプレッシャーと言って、会長報告ほ

どプレッシャーはありません。 
松葉直前会長や青島ガバナー補佐のように上手に

は喋れませんが、何とか一年間下手な会長報告に

お付き合いいただきたく宜しくお願いいたします。 
入会して１８年がたちましたが、その間、自分

にとってロータリークラブとは、藤枝ロータリー

クラブとは何だろう、と時たま考えてきました。 
私なりに考えたことは、 
楽しいロータリークラブが第一と考えました。 
何時でも何処でも誰とでも何事にも楽しい藤枝ロ

ータリークラブを基本に、まず第一に親睦活動に

積極的に取り組みたいと思います。 
河井親睦リーダーが、すでにいろいろな計画を立

案しているようです。その節には、ぜひご参加の

程お願いいたします。又、同好会活動も宜しくお

願いしたいと思います。ともかく楽しいロータリ

ークラブを実践したいと思います 
次に、会員の皆様が、藤枝ロータリークラブに

所属してよかったと思っていただけるロータリー

活動、例会運営を実践したいと思います。 
例会も、何回かは、目新しい企画でやってみたい。

そして、参加型の奉仕活動を企画したいと思いま

す。 
最後に、地域社会、外部の皆様から尊敬を勝ち

得るような活動を行いたいと思います。継続事業

のスポーツ少年団への応援、インターアクトクラ

ブへの協力はもとより、地域社会のニーズに沿っ

た活動を行いたいと思います。幸い、ここ数年、

会員増強が進み、また女性会員も入会してくれま

した。例会の雰囲気も以前にもましてフレンドリ

ーになったなあーと思います。そんな皆様のお力

をお借りし、一年間、力を尽くしたいと思います。

何卒宜しくお願いいたします。 
本日は、７月７日、七夕です。又２４節季の小

暑、アジサイの花がちょうど盛りの日といわれて

おります。これからまだまだ不順な天候、や暑さ

が続きます。夏ばてなどに注意され、ビジネスに

励みロータリー活動をたのしまれることをお願い

し、会長挨拶といたします。 

■ 幹 事 挨 拶                   
 
幹事 
酒向 謙次君 
 
 
 

2010－2011 年度の幹事という大役を仰せつかり

ました酒向でございます。幹事の最も重要な役割

は、クラブが効果的に機能するよう援助すること

と、幹事要覧には書いてあります。本年度、石垣

会長のテーマは「楽しいロータリー」です。会員

に無理を強いらない、“自然体で楽しいなあー、ロ

ータリーは”です。“入ってて良かったロータリー”

にも繋がります。益々、幹事の重責を感じます。 

 本年は、当クラブからガバナー補佐を輩出して

おりますので、担当クラブとしてしっかりバック

アップしていかないといけませんので、皆様の御

協力を増して御願いいたします。 

今年度より、長期計画を策定し年単位の具体的

な数値目標も掲げさせて戴くようになりました。

勿論、内容につきましては、皆さんの承認を頂か

ないといけませんが。最初は、長期計画なるもの

に違和感を感じていました。しかし、クラブ内に

クラブを超えて活躍できる会員養成を、そして、

ロータリークラブの社会からの認知度を上げよ、

という、ロータリークラブの存在を掛けたように

も受け取れる行動に、RI の相当な危機意識の表れ

を感じます。しかし、これはこれで、この機にロ

ータリーの歴史、哲学をしっかり理解して活動す

ることは非常にいいことだと思いに至りましたの

で、長期計画を策定させて戴くことに致しました。 

以上、本年度も各委員会の行動計画の実施を通

じて、会員相互の友情、親睦を深め、地域に貢献

する藤枝ロータリークラブにして行こうではあり

ませんか。精一杯努めさせて戴きますので、よろ

しくご指導ください。 
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◎ 入 会 式                   

 
鈴木 寿幸君 
鈴木 那昭君 
が入会されました。 
 
 
 
氏 名：鈴木

ス ズ キ

 寿
トシ

幸
ユキ

 
勤務先：東海ガス(株) 
       藤枝支店 

役職名：支店長 
 
 
氏 名：鈴木

ス ズ キ

 邦
クニ

昭
ｱ ｷ

 
勤務先：(有)鈴木塗装 
役職名：代表取締役 
 
 
 
◎ 藤枝南 RC 訪問挨拶                          

 
会長 
 若林 秀典君 

 
 

 
藤枝南ロータリーの会長を仰せつかりました若

林秀典です。ご存知のとおり、藤枝南は藤枝ロー

タリーを親クラブとして１９９１年の５月２８日

に創立されました。当時移籍メンバー１３人を含

めた３８人で発足し、今でも１７人が健在です。 
創立当時、中央ではバブルがはじけていました

が、地方ではまだまだ、余韻というかその勢いは

続いていましたが２年ぐらいで急速に悪化してし

まいました。失われた２０年と共に我がクラブは

歩み、成長してきました。今年度は２０周年とい

うことで式典を計画していますので、皆様のご参

加をご期待申し上げまして私の挨拶に代えさせて

いただきます。 
 

 
幹事 
 江﨑 直利君 

 
 

 

 

◎ 冠 講 座                   

＜6 月 29 日 板倉 甫能君＞ 
若い方にも、増えつつある「抑うつ状態、うつ病」

に関連して 
（1）簡単に「うつ」の症状 
   心の中と外見は違う 
（2）予防と、そういう人への接し方 
   話を聞いてやる。（決して否定をしないこと） 
（3）日常生活と食事 
（4）自殺について 
（5）ストレス緩和の為に 
 ①呼吸法  ・・・深呼吸、数息感 
 ②自律訓練法・・・短く吸って、長く吐く 
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＜7 月 6 日 松葉 隆夫君＞ 

講師：藤栄製茶株式会社 会長 時田 鉦平氏 
タイトル：ふじえだ学～ふじえだの歴史と文化～ 
１．藤枝茶（志太茶）のうつりかわり 
 ・永禄～天正～元和～寛永～延宝～享保～宝暦 

のポイント 
・生産された緑茶輸送ルートは江戸時代より、

伊久美村から滝沢へ下る標高 400ｍの桧峠一

本道を利用して藤枝へ集荷された。 
２．大井川流域の生活 
・交通、・生産、・食生活、・信仰、・婚姻の各特 
  長 

３．江戸時代 大井川茶業 
 ・江戸時代のお茶の歴史 
 ・お茶の味：人間として成長しないとわからな 

 い。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／大塚博君） 


